富山県神道青年会　平成二十一年度第七回役員会議事録
日時　　平成二十一年十月二十六日（月・大安）午後七時～
場所　　富山縣護國神社参集殿
一、開会の辞（浦副会長）
一、会長挨拶
一、資料・出席者確認
　　舩木会長、浦副会長、栂野副会長、長岡副会長、若宮監事、松尾、清水、武内、大峯、奥田、尾崎重、林貞、尾崎秀、二宮（総数十九名　出席十三名）
一、協議事項
①「第十五回寒中禊及び新年会」について（研修礼典委員会、資料①）
・開催場所は小境海岸、民宿わたなべにて決定。

・開催日時は、一月二十七日に決定。

・役員会は一時から開催。禊は四時から行う。新年会は六時から行う。

・保険は、研修礼典委員会にて申し込んでおく。

②「如月一六会」について（研修礼典委員会、資料②）
・予算は一万円とし、一六会予算より支出する。
・県庁職員を講師に迎え、講師料は、無しとし研修費で一万円の予算とする。
・研修と懇親会をセットとする。

・細かな日程などは、委員会持ち帰りとする。

・日程は、一月役員会にて決定する。

・広報渉外委員会主管の一六会とする。

③「第四回　親と子のひな祭り」について（青少年対策委員会、資料③、別添付資料④、⑤）
・準備品は、少し決定した。
・女子神職会と打ち合わせをしておく。

④「ホームページ可加美作成」について（広報渉外委員会、資料⑥）
・トップページは、外注しないで、広報渉外委員会の嵯峨委員が作業を行うことと決定とする。
・ブログの書き込み文・写真などは、広報渉外委員会に集約し広報渉外委員会がアップする。
・委員会にてブログのルールを作り、役員会に案を出す。
・ブログ内容については。始めはかわら版可加美の内容を主体として掲載し今後の方向を見出す。

⑤「忘年会」について（事務局、資料⑦）

・開催日は、十一月二十九日　七時開催　場所は、宇奈月グランドホテル
・予算は十九万円とする。

⑥「知ろう学ぼうお米作り新穀奉納・研修会」について（事務局、資料⑧、別添付資料⑨、⑩）
・参加者に一万円の派遣費を助成する。

・交通費は今回無しとする。

・参加者は、浦副会長・清水委員長・上田相談役。
⑦　その他
一、審議事項

　　　①「霜月一六会」について（研修礼典委員会、資料⑪）
　　　・開催日は、十一月十日。場所は高瀬神社とし、服装はスーツに決定する。

②「かわら版発行の件」について（広報渉外委員会、資料⑫）
　　　・審議の結果、印刷し発行することとする。
③　その他
一、報告・連絡事項
①「禊錬成研修会」について（研修礼典委員会、資料⑬）
②「地鎮祭研究」について（研修礼典委員会、資料⑭）
③「神職子弟の集い開催に向けての研究」について（青少年対策委員会、資料⑮）
④「委員会開催」について（事務局、資料⑯）

⑤　その他

⑥　神青協（上田常任相談役）
⑦　事務連絡（事務局、資料⑰）
一、監事講評（若宮監事）
一、閉会の辞（栂野副会長）
以　上
